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（あかり） 

学校教育目標 

『汗を流して、未来を拓く』 

令和６年２月２９日（木） 第３２号 

文責 ： 校長  森下 隆司   

 

「継続は、力なり」 ～１年間のまとめの時期に思うこと～ 

 

２月８日から授業を行っています。市と県の行政機関に６年間勤めていた間は子供がいない環境

だったので、授業を行うこともありませんでした。６年ぶりの授業には少々緊張しましたが、昔取っ

た杵柄、授業の準備と授業構想がしっかりできれば大丈夫でした。 

１、２年生の算数科は、代教に行くことも多く、子供たちの実態もわかっていましたが、２年生は学

習したことが着実に定着し、大きく成長していることを感じました。１年生は、小学校に入学して数

の概念に触れ、たし算、ひき算の仕組みもしっかりと理解しています。１年生にも、より思考力を高

める指導を試してみたいと思います。 

３、４年生の社会科は、髙洲教頭から引き継ぎましたが、社会科に必要な資料活用の視点がしっ

かりと身に付いています。３年生からは、びっくりするような答えが返ってきます。思考力の高さを

実感します。また、資料の見方を少し教えると、すぐに期待していた反応が返ってきます。とても楽

しいです。４年生は、高学年のような授業ができます。タブレット端末を自在に活用し、学習のまと

めや新聞づくりがすらすら進んでいきます。「教科書に載っていることと、五島市を比較すると…」

という発問をすると、すぐに自分の考えが出てきます。３年生同様、授業がとても楽しいです。 

どの学年も学習したことが定着して、紹介したような様子が見られますが、まだまだ知識が十分

でない状況も感じます。繰り返しの学習は、子供たちにとってきつく感じてしまうみたいですが、そ

こは教師の腕の見せ所です。子供たちが自分の成長を実感したり、学習した足跡が可視化できたり

できれば、学習意欲を高めることができます。もちろん、存分に褒めることは 

必須です。 

「汗を流して、未来を拓く」 まさに、学習はその積み重ねによって、自身

の未来が大きく変わっていきます。私が子供たちと授業を行う期間は残り

少ないですが、子供たちが自ら学ぶ力を一層身に付けることができるよ

う、一教師として全力を尽くしていきます。 

   

３月の行事予定 

今週からいよいよ３月に入ります。小学６年生、中学３年生は、登校する日数が残り１３日、その

他の学年は１８日となりました。学校では、小中学校それぞれで卒業式に向けて準備を進めていま

す。卒業生が心残りがなく、晴れ晴れと卒業できるよう、学校全体で機運を高めて取り組んでいき

ます。くれぐれもお子様の体調管理については、どうぞご配慮をよろしくお願いします。 

4(月) 
小：クラブ活動 

13(水) 

卒業式予行練習 17(日) 家庭の日 

図書支援員来校 移動図書館 19(火) 図書支援員来校 

8(金) 
小中合同式歌練習 小６、中３給食後下校 21(木) 中 1,2生活アンケート、キャリアパスポート 

中３生活アンケート、キャリアパスポート 1４(木) 卒業式 22(金) 修了式・離任式 
 

 


